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漁業支援施設の配置・規模
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施設配置案

波浪

既設の突堤に遮蔽
され静穏な範囲

既設斜路

既設斜路との一体的な
利用が可能となる配置

Ｌ=約60m

Ｌ=約83m

道路

船置場
常時利用以外の船
を保管し、適宜船を
交換できるようにす
る

斜路
既設突堤の遮蔽域を活
かした向きにすることで
外郭施設建設のコストを
削減

船揚場
限られたスペース
で全員が利用でき
るように利用方法
を工夫

漁具倉庫
全漁業者分のス
ペースを確保

（水中部）
（陸上部）

作業用地・駐車スペース

Ｌ=約30m Ｌ=約61m

Ｌ=約15m
Ｌ=約54m

準備・作業ゾーン
→漁具倉庫と用地の

作業スペース

（注）この案は計画段階のもので、確定したものではありません。

船上げ下ろしゾーン
→主に出入漁作業

既設突堤



陸上部 水中部

前面水深：
干潮時にも最低50cm以上

漁業支援施設の配置・規模

付帯施設：電気（動力・電灯）・水道【漁具倉庫大きさ】

現在の操業状況や倉庫の利用規模を考慮したうえで
倉庫の大きさを決定

倉庫①30㎡：13経営体
倉庫②20㎡：7経営体
倉庫③共用：7経営体

【フリースペース（1隻分）利用船の船置場】

（利用隻数15隻）

付帯施設：電気（動力・電灯） ・水道

【船揚場常時利用19隻】

共用エリア
・共用倉庫
・トイレ
・いけす 等

【その他漁船の保管場所】

（利用隻数15隻）

※既設斜路等を活用 （注）この図面は計画段階のもので、確定したものではありません。

施設配置案
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砂

砂

植生（海藻類）

周辺環境等への影響（生物）

生物環境への影響

◆ 施設の埋立を含む範囲の底質は

砂であり、海藻類はなく、ヤド

カリ類などの大型底生生物が見

られますが、希少種等がいない

ことを確認しています。

平成27年11月調査
3

※施設計画範囲：埋立範囲＋管理上必要な約50ｍを含めた範囲を設定

埋立を含む範囲



周辺環境等への影響（生物）

生物環境への影響
（調査の概要）
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調査位置 調査時期・方法

◆陸域生物調査

夏季：平成27年9月4日～5日

秋季：平成27年11月20日～21日

※測線の陸上部において、目視観測あるいは

トラップを用いて生息状況を記録

◆海域生物調査

夏季：平成27年9月14日～15日

秋季：平成27年11月16日、24日

※測線の海域部において、潜水目視観測、写真撮影、

水中ビデオ撮影を行い、海底面の状況、海域生物の

生息状況を記録。また、測線間の破砕帯において

小型地曳網を用いて稚魚を採集

測線1

測線2



周辺環境等への影響（生物）

生物環境への影響
（陸域生物調査結果）
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L1 L2 L2 L2

1 ペリカン目 ウ科 カワウ Phalacrocorax carbo ○
2 コウノトリ目 サギ科 コサギ Egretta garzetta ○
3 タカ目 タカ科 トビ Milvus migrans ○ ○ ○
4 チドリ目 カモメ科 ウミネコ Larus crassirostris ○ ○
5 セグロカモメ Larus argentatus ○
6 ハト目 ハト科 ドバト Columba livia var.domesticus ○ ○
7 スズメ目 セキレイ科 ハクセキレイ Motacilla alba ○ ○ ○
8 ハタオリドリ科 スズメ Passer montanus ○ ○ ○
9 カラス科 ハシボソガラス Corvus corone ○ ○ ○
10 ハシブトガラス Corvus macrorhynchos ○

3 3 6 8 0 0

学名種和名

夏

種数

秋 環境省
レッドデー
タランク

神奈川県
レッドデー
タランク

6 10 0

No. 目 科

L1 L2 L1 L2
1 アカバナ科 コマツヨイグサ Oenothera laciniata ○ ○
2 セリ科 ハマゼリ Cnidium japonicum ○
3 タデ科 スイバ Rumex acetosa ○
4 オシロイバナ科 オシロイバナ Mirabilis jalapa ○
5 ハマミズナ科 ツルナ Tetragonia tetragonoides ○ ○
6 スベリヒユ科 ヒメマツバボタン Portulaca pilosa ○ ○
7 アブラナ科 ハマダイコン Raphanus sativus var.raphanistroides ○ ○
8 トウダイグサ科 コニシキソウ Euphorbia supina ○
9 ウリ科 スイカ Citrullus vulgaris ○
10 ヒルガオ科 ハマヒルガオ Calystegia soldanella ○ ○ ○
11 クマツヅラ科 イワダレソウ Lippia nodiflora ○
12 キク科 ヒメムカシヨモギ Erigeron canadensis ○ ○
13 アキノノゲシ Lactuca indica ○
14 ノゲシ Sonchus oleraceus ○
15 イネ科 メヒシバ Digitaria ciliaris ○ ○
16 オヒシバ Eleusine indica ○
- イネ科sp. Gramineae ○
17 カヤツリグサ科 コウボウシバ Carex pumila ○ ○

11 1 13 1 0 0

No. 科

種数

環境省
レッドデー
タランク

神奈川県
レッドデー
タランク

夏 秋
種和名 学名

種和名 学名
任意
採集

ライト
トラッ
プ

ベイト
トラッ
プ

任意
採集

ライト
トラッ
プ

ベイト
トラッ
プ

任意
採集

ライト
トラッ
プ

ベイト
トラッ
プ

任意
採集

ライト
トラッ
プ

ベイト
トラッ
プ

1 クモ綱 ザトウムシ目 カワザトウムシ科 ニセフシザトウムシ属 Pseudogagrella sp. ● 19 29
- カワザトウムシ科 Sclerosomatidae 1
2 クモ目 アシナガグモ科 ジョロウグモ Nephila clavata ●
3 トガリアシナガグモ Tetragnatha caudicula ●
4 コモリグモ科 コモリグモ科 Lycosidae ● 1
5 ナミハグモ科 Cybaeus属 Cybaeus sp. 5
6 カニグモ科 ヨコフカニグモ Xysticus transversomaculatus 1
7 ハエトリグモ科 ハエトリグモ科 Salticidae ●
8 昆虫綱 トンボ目 イトトンボ科 アジアイトトンボ Ischnura asiatica ●
9 トンボ科 シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ● ●
10 ウスバキトンボ Pantala flavescens ● ●
11 バッタ目 キリギリス科 ホシササキリ Conocephalus maculatus ● ●
12 バッタ科 ショウリョウバッタ Acrida cinerea ● ●
13 クルマバッタモドキ Oedaleus infernalis ●
14 オンブバッタ科 オンブバッタ Atractomorpha lata ●
15 ハサミムシ目 マルムネハサミムシ科 ハマベハサミムシ Anisolabis maritima ●
16 オオハサミムシ科 オオハサミムシ Labidura riparia japonica ●
17 チャタテムシ目 マドチャタテ科 マドチャタテ科 Peripsocidae 1
18 アザミウマ目 クダアザミウマ科 クダアザミウマ科 Phlaeothripidae ● 1
19 カメムシ目 ウンカ科 ヒメトビウンカ Laodelphax stratella ● 1
20 セジロウンカモドキ Sogatella longifurcifera ● ●
21 ヨコバイ科 クロミャクイチモンジヨコバイ Exitianus fusconervosus ●
22 ヨコバイ科 Deltocephalidae ● 1 ● ●
23 グンバイムシ科 グンバイムシ科 Tingidae ●
24 ハナカメムシ科 ハナカメムシ科 Anthocoridae 1
25 カスミカメムシ科 ホソミドリカスミカメ属 Trigonotylus sp. ● 1
- カスミカメムシ科 Miridae 3
26 ナガカメムシ科 ヒメナガカメムシ Nysius plebeius ●
27 イチゴチビナガカメムシ Stigmatonotum geniculatum ●
28 カメムシ科 ウズラカメムシ Aelia fieberi ●
29 ナガメ Eurydema rugosa ● ●
30 ミナミアオカメムシ Nezara vividula ●
31 カタビロアメンボ科 Microvelia属 Microvelia sp. 1
32 アブラムシ科 アブラムシ科 Aphididae ● 1 ●
33 コウチュウ目 ガムシ科 コケシガムシ Cercyon aptus 2
34 エンマムシ科 ハマベエンマムシ Hypocaccus varians varians ●
- エンマムシ科 Histeridae ●
35 ハネカクシ科 ハネカクシ科 Staphylinidae 1 4 ● ●
36 コガネムシ科 コガネムシ科 Scarabaeidae ●
37 テントウムシ科 ナナホシテントウ Coccinella septempunctata ● ●
38 キスイムシ科 マルガタキスイ Curelius japonicus 2
39 ゴミムシダマシ科 オオスナゴミムシダマシ Gonocephalum pubens 10
40 ヒメホソハマベゴミムシダマシ Micropedinus pallidipennis 3
41 ハムシ科 ナトビハムシ  Psylliodes punctifrons ● 1
- - コウチュウ目 Coleoptera ●
42 ハチ目 アリ科 カワラケアリ Lasius sakagamii ●
43 アミメアリ Pristomyrmex pungens 2
44 トビイロシワアリ Tetramorium caespitum 119 1
45 ツチバチ科 ヒメハラナガツチバチ Campsomeriella annulata annulata ●
46 コモンツチバチ Scolia decorata ventralis ●
47 アナバチ科 コクロアナバチ Isodontia nigella ●
48 ヒメハナバチ科 ヒメハナバチ属 Andrena sp. ●
49 コハナバチ科 ヤマトヤドリコバチ Sphecodes nipponicus ●
50 コマユバチ科 コマユバチ科 Braconidae ●
51 アリヤドリコバチ科 アリヤドリコバチ科 Eucharitidae ● 2
52 ハラビロクロバチ科 ハラビロクロバチ科 Platygastridae ●
53 タマゴクロバチ科 タマゴクロバチ科 Scelionidae ●
54 ハエ目 ヌカカ科 ヌカカ科 Ceratopogonidae ●
55 ユスリカ科 ユスリカ科 Chironomidae 5 ● 4 1
56 オドリバエ科 オドリバエ科 Empididae ● 3
57 ハナアブ科 ホソメヒラタアブ Sphaerophoria macrogaster ●
- ハナアブ科 Syrphidae ●
58 ショウジョウバエ科 ショウジョウバエ科 Drosophilidae 1
59 ミギワバエ科 Brachydeutera属 Brachydeutera  sp. ●
60 Hecamede属 Hecamede sp. ● 4
61 Hyadina属 Hyadina sp. ●
62 Parydra属 Parydra spp. ● 8
63 Scatella属 Scatella sp. ● 1 ●
- ミギワバエ科 Ephydridae ● ●
64 ツヤホソバエ科 ツヤホソバエ科 Sepsidae ●
65 クロバエ科 ツマグロキンバエ Stomorhina obsoleta ●
66 イエバエ科 ヘリグロハナレメイエバエ Orchisia costata ●
67 イエバエ科 Muscidae ● ●
68 ニクバエ科 ニクバエ科 Sarcophagidae ●
69 ハマベバエ科 ハマベバエ Coelopa frigida 10 ●
70 タマバエ科 タマバエ科 Cecidomyiidae 1 ●
71 ノミバエ科 ノミバエ科 Phoridae ●
72 キモグリバエ科 キモグリバエ科 Chloropidae ● ●
73 ハモグリバエ科 ハモグリバエ科 Agromyzidae ●
74 クロバネキノコバエ科 クロバネキノコバエ科 Sciaridae ●
75 ハヤトビバエ科 ハヤトビバエ科 Sphaeroceridae 2 ● ● 1
76 ハナバエ科 ハナバエ科 Anthomyiidae ● 2 ●
77 フンバエ科 フンバエ科 Scathophagidae 10
- - ハエ目 Diptera 7
78 チョウ目 セセリチョウ科 イチモンジセセリ Parnara guttata guttata ●
79 シジミチョウ科 ヤマトシジミ Zizeeria maha argia ● ● ●
80 アゲハチョウ科 アオスジアゲハ Graphium sarpedon nipponum ●
81 アゲハ Papilio xuthus ●
82 シロチョウ科 モンキチョウ Colias erate poliographus ●
83 モンシロチョウ Pieris rapae crucivora ● ● ●
84 ツトガ科 シロオビノメイガ Hymenia recurvalis ● ●
85 シャクガ科 シャクガ科 Geometridae 1
86 ヒルガオハモグリガ科 ヒルガオハモグリガ Bedellia sumnulentella 17
87 トリバガ科 トリバガ科 Pterophoridae ●
- - チョウ目 Lepidoptera ● 1 ●

- 32 151 - 63 0 - 9 36 - 2 0 - -
44 12 4 10 14 0 33 5 4 11 2 0 0 0

夏 秋 レッドデータ等

環境省 神奈川県

測線2測線1測線1 測線2

個体数
種数

No. 綱 目 科

季節
地点

植物出現種

鳥類出現種

昆虫類・クモ類出現種



周辺環境等への影響（生物）

生物環境への影響
（海域生物調査結果）
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海藻草類の出現種（夏季）

1 緑色植物 緑藻 ｼｵｸﾞｻ ｼｵｸﾞｻ ﾌﾄｼﾞｭｽﾞﾓ Chaetomorpha spiralis ○

2 ｼｵｸﾞｻ属 Cladophora sp. ○

3 ﾐﾙ ﾐﾙ ﾅﾝﾊﾞﾝﾊｲﾐﾙ Codium arabicum ○

4 不等毛植物 褐藻 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ ｱﾐｼﾞｸﾞｻ ﾍﾗﾔﾊｽﾞ Dictyopteris prolifera ○

5 ﾌｸﾘﾝｱﾐｼﾞ Dilophus okamurae ○

6 ｻﾅﾀﾞｸﾞｻ Pachydictyon coriaceum ○

7 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ科 Dictyotaceae ○

8 ｺﾝﾌﾞ ｺﾝﾌﾞ ｱﾗﾒ Eisenia bicyclis ○

9 ﾋﾊﾞﾏﾀ ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ ｵｵﾊﾞﾓｸ Sargassum ringgoldianum ○

10 紅色植物 紅藻 ｳﾐｿﾞｳﾒﾝ ｶﾞﾗｶﾞﾗ ﾋﾗｶﾞﾗｶﾞﾗ Galaxaura falcata ○

11 ﾃﾝｸﾞｻ ﾃﾝｸﾞｻ ﾏｸｻ Gelidium elegans ○

12 ｵﾊﾞｸｻ Pterocladia capillacea ○

13 ｶｸﾚｲﾄ ｲﾜﾉｶﾜ ｲﾜﾉｶﾜ科 Peyssonneliaceae ○

14 ｻﾝｺﾞﾓ 無節ｻﾝｺﾞﾓ類 Melobesioideae ○

15 ｶﾆﾉﾃ属 Amphiroa sp. ○

16 ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ Corallina pilulifera ○

17 ﾌｻｶﾆﾉﾃ Marginisporum aberrans ○

18 ﾍﾘﾄﾘｶﾆﾉﾃ Marginisporum crassissima ○

19 ｽｷﾞﾉﾘ ﾕｶﾘ ﾕｶﾘ Plocamium telfairiae ○

20 ｲﾊﾞﾗﾉﾘ ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属 Hypnea sp. ○

21 ｽｷﾞﾉﾘ ｶｲﾉﾘ Gigartina intermedia ○

22 ｽｷﾞﾉﾘ Gigartina tenella ○

23 ｲｷﾞｽ ｲｷﾞｽ ﾅｶﾞｳﾌﾞｹﾞｸﾞｻ Spyridia elongata ○

種数 0 23 0 0

種和名 学名No. 門 綱 目 科 測線① 測線②
環境省

レッドデータ
ランク

神奈川県
レッドデータ

ランク

海藻草類及び大型底生動物の出現状況（測線１）

1 海綿動物 尋常海綿 不明 不明 尋常海綿綱 Demospongiae ○

2 軟体動物 腹足 吸腔 ﾀﾏｶﾞｲ ﾂﾒﾀｶﾞｲ Glossaulax didyma ○

3 盤足 ｽｲｼｮｳｶﾞｲ ﾏｶﾞｷｶﾞｲ Strombus luhuanus ○

4 頭足 ﾀｺ ﾏﾀﾞｺ ﾏﾀﾞｺ Octopus vulgaris ○

5 節足動物 軟甲 十脚 不明 ﾔﾄﾞｶﾘ類 Anomura ○ ○

6 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｱｶﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ Patiria pectinifera ○

7 ｳﾆ ﾎﾝｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ Temnopleurus toreumaticus ○

8 ﾅｶﾞｳﾆ ﾑﾗｻｷｳﾆ Anthocidaris crassispina ○

種数 1 8 0 0

種和名 学名No. 門 綱 目 科 測線① 測線②
環境省

レッドデータ
ランク

神奈川県
レッドデータ

ランク

5％未満 5～25％未満 25～50％未満 50～75％未満 75％以上

海藻草類全体 ％ 20 25 15 35 40 25 30 35 35

【海藻草類】

シオグサ属 ％ + + + + + +

カニノテ属 ％ + + + + + + +

イワノカワ科 ％ + + + + + + +

オオバモク ％ + + + + +

フサカニノテ ％ + + + + + + + + +

無節サンゴモ類 ％ + + + + + + + + +

オバクサ ％ + + + + + + + + +

ユカリ ％ + + + + + + + + +

ナガウブゲグサ ％ + + + + +

カイノリ ％ + + + + + +

ヘリトリカニノテ ％ + + +

ナンバンハイミル％ + + + + + + + +

アラメ ％ + + + + + + 5

スギノリ ％ +

ヘラヤハズ ％ + +

サナダグサ ％ + +

フトジュズモ ％ + + +

ヒラガラガラ ％ + + + + + +

イバラノリ属 ％ + +

アミジグサ科 ％ + +

マクサ ％ + + +

ピリヒバ ％ + +

フクリンアミジ ％ +

【大型底生動物】

ヤドカリ類 Ind. 1 1 1 2

ツメタガイ Ind. 1

尋常海綿綱 ％ + + + + + + + +

サンショウウニ Ind. 1

イトマキヒトデ Ind. 1 1

ムラサキウニ Ind. 4 1

マダコ Ind. 1

マガキガイ Ind. 1

被度階級
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4
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植
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海藻草類及び大型底生動物の出現状況（測線２）

注：％は被度、Ind.は個体数を示す。

大型底生生物の出現種（夏季）

5％未満 5～25％未満 25～50％未満 50～75％未満 75％以上

【海藻草類】

（出現種なし）

【大型底生動物】

ヤドカリ類 Ind. 4 11 2 1 3 1 1 1 1 2 4
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埋立を含む範囲



周辺環境等への影響（生物）

生物環境への影響
（海域生物調査結果）
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海藻草類の出現種（秋季）

1 緑色植物 緑藻 ｱｵｻ ｱｵｻ ｱｵｻ属 Ulva sp. ○

2 ｼｵｸﾞｻ ｼｵｸﾞｻ ｼﾞｭｽﾞﾓ属 Chaetomorpha sp. ○

3 ｼｵｸﾞｻ属 Cladophora sp. ○

4 ﾐﾙ ﾊﾈﾓ ﾊﾈﾓ属 Bryopsis sp. ○

5 ﾐﾙ ﾅﾝﾊﾞﾝﾊｲﾐﾙ Codium arabicum ○

6 不等毛植物 褐藻 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ ｱﾐｼﾞｸﾞｻ ｲﾄｱﾐｼﾞ Dictyota linearis ○

7 ﾌｸﾘﾝｱﾐｼﾞ Dilophus okamurae ○

8 ｻﾅﾀﾞｸﾞｻ Pachydictyon coriaceum ○

9 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ科 Dictyotaceae ○

10 ｺﾝﾌﾞ ｺﾝﾌﾞ ｱﾗﾒ Eisenia bicyclis ○

11 ﾋﾊﾞﾏﾀ ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ ｵｵﾊﾞﾓｸ Sargassum ringgoldianum ○

12 紅色植物 紅藻 ｳﾐｿﾞｳﾒﾝ ｶﾞﾗｶﾞﾗ ﾋﾗｶﾞﾗｶﾞﾗ Galaxaura falcata ○

13 ﾃﾝｸﾞｻ ﾃﾝｸﾞｻ ﾏｸｻ Gelidium elegans ○

14 ｵﾊﾞｸｻ Pterocladia capillacea ○

15 ｶｸﾚｲﾄ ｲﾜﾉｶﾜ ｲﾜﾉｶﾜ科 Peyssonneliaceae ○

16 ｻﾝｺﾞﾓ 無節ｻﾝｺﾞﾓ類 Melobesioideae ○

17 ｶﾆﾉﾃ属 Amphiroa sp. ○

18 ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ Corallina pilulifera ○

19 ﾌｻｶﾆﾉﾃ Marginisporum aberrans ○

20 ﾍﾘﾄﾘｶﾆﾉﾃ Marginisporum crassissima ○

21 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ ﾑｶﾃﾞﾉﾘ科 Halymeniaceae ○

22 ｽｷﾞﾉﾘ ﾅﾐﾉﾊﾅ ﾎｿﾊﾞﾅﾐﾉﾊﾅ Chondrococcus hornemanni ○

23 ﾕｶﾘ ﾎｿﾕｶﾘ Plocamium leptophyllum ○

24 ﾏｷﾕｶﾘ Plocamium recurvatum ○

25 ﾕｶﾘ Plocamium telfairiae ○

26 ｲﾊﾞﾗﾉﾘ ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属 Hypnea sp. ○

27 ｽｷﾞﾉﾘ ｶｲﾉﾘ Gigartina intermedia ○

28 ｽｷﾞﾉﾘ Gigartina tenella ○

29 ｲｷﾞｽ ｲｷﾞｽ ﾅｶﾞｳﾌﾞｹﾞｸﾞｻ Spyridia elongata ○

30 ｲｷﾞｽ科 Ceramiaceae ○

31 ｺﾉﾊﾉﾘ ﾊｲｳｽﾊﾞﾉﾘ属 Acrosorium sp. ○

32 ﾌｼﾞﾏﾂﾓ ｿｿﾞ属 Laurencia sp. ○

種数 0 32 0 0

門 綱 目 科 種和名 学名No. 測線① 測線②
環境省

レッドデータ
ランク

神奈川県
レッドデータ

ランク

1 海綿動物 尋常海綿 不明 不明 尋常海綿綱 Demospongiae ○

2 外肛動物 不明 不明 不明 ｺｹﾑｼ類 Bryozoa ○

3 節足動物 軟甲 十脚 不明 ﾔﾄﾞｶﾘ類 Anomura ○ ○

4 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｱｶﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ Patiria pectinifera ○

5 ｳﾆ ﾎﾝｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ Temnopleurus toreumaticus ○

6 ﾅｶﾞｳﾆ ﾑﾗｻｷｳﾆ Anthocidaris crassispina ○

種数 1 6 0 0

門 綱 目 科 種和名 学名No. 測線① 測線②
環境省

レッドデータ
ランク

神奈川県
レッドデータ

ランク

大型底生生物の出現種（秋季）

5％未満 5～25％未満 25～50％未満 50～75％未満 75％以上

【海藻草類】

（出現種なし）

【大型底生動物】

ヤドカリ類 Ind. 5 3 2 2 1 1 1 2 1 1 2 3

被度階級
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5％未満 5～25％未満 25～50％未満 50～75％未満 75％以上

海藻草類全体 ％ 10 25 35 40 15 + + 35 35 35 50 35

【海藻草類】

マキユカリ ％ +

イギス科 ％ +

ホソユカリ ％ + 5 +

アミジグサ科 ％ + + + + + + + +

無節サンゴモ類 ％ + + + + + + + + 5 +

アオサ属 ％ +

イトアミジ ％ +

ホソバナミノハナ ％ + +

マクサ ％ + + + + + + 5 5

スギノリ ％ + + +

イワノカワ科 ％ + + + + + + 5 + 5

ユカリ ％ + + + + + + + + +

サナダグサ ％ +

ハイウスバノリ属％ +

ソゾ属 ％ +

フサカニノテ ％ + + + +

シオグサ属 ％ + + + + + +

ナンバンハイミル％ + + + + + + +

オオバモク ％ + + + + + 5 +

アラメ ％ + 10 + + + + 10 5 10 10

ジュズモ属 ％ +

イバラノリ属 ％ +

ハネモ属 ％ + +

ヘリトリカニノテ ％ + + +

カイノリ ％ + + + + +

オバクサ ％ + + 5 + +

ピリヒバ ％ +

ナガウブゲグサ ％ +

ヒラガラガラ ％ + + +

ムカデノリ科 ％ + + +

カニノテ属 ％ + + + +

フクリンアミジ ％ +

【大型底生動物】

尋常海綿綱 ％ + + + + + + + + + +

コケムシ綱 ％ + + + + +

ムラサキウニ Ind. 3 6 1 1 1

サンショウウニ Ind. 2

イトマキヒトデ Ind. 1 1

ヤドカリ類 Ind. 1

被度階級

0

1

2

3

4

0 50 100 150 200 250 300

水
深

（
ｍ

）

（ｍ）

水面 砂 岩（岩盤）

植
生
凡
例 アラメ オオバモク マクサ

注：％は被度、Ind.は個体数を示す。

海藻草類及び大型底生動物の出現状況（測線２）

海藻草類及び大型底生動物の出現状況（測線１）

埋立を含む範囲



周辺環境等への影響（生物）

生物環境への影響
（海域生物調査結果）
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単　　　   位：個体, ｇ

個体数 湿重量

1 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonicus 158 133.1

2 ﾄｳｺﾞﾛｳｲﾜｼ ﾄｳｺﾞﾛｳｲﾜｼ ﾄｳｺﾞﾛｳｲﾜｼ Hypoatherina valenciennei 63 59.4

3 ﾀﾞﾂ ﾀﾞﾂ ﾀﾞﾂ Strongylura anastomella 1 1.6

4 ｽｽﾞｷ ｱｼﾞ ｺﾊﾞﾝｱｼﾞ Trachinotus baillonii 1 2.4

5 ﾋｲﾗｷﾞ ﾋｲﾗｷﾞ Leiognathus nuchalis 2 17.4

6 ﾀｲ ｸﾛﾀﾞｲ Acanthopagrus schlegeli 1 8.8

7 ﾆﾍﾞ ｼﾛｸﾞﾁ Argyrosomus argentatus 1 2.8

8 ｼﾏｲｻｷ ｺﾄﾋｷ Terapon jarbua 4 14.7

9 ﾈｽﾞｯﾎﾟ ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 Callionymidae 3 0.9

10 ｶﾚｲ ｻｻｳｼﾉｼﾀ ｻｻｳｼﾉｼﾀ Heteromycteris japonica 1 1.0

11 ｳｼﾉｼﾀ ｸﾛｳｼﾉｼﾀ Paraplagusia japonica 2 2.2

12 ﾌｸﾞ ｶﾜﾊｷﾞ ｶﾜﾊｷﾞ Stephanolepis cirrhifer 1 0.5

13 ﾌｸﾞ ｸｻﾌｸﾞ Takifugu niphobles 2 6.9

13

240 251.5

綱 目 科 種和名 学名
環境省

レッドデー
タランク

神奈川県
レッドデー
タランク

-

夏季

-

No.

種数

個体数・湿重量合計

門

稚魚の出現種（夏季）

稚魚の出現種（秋季）
単　　　   位：個体, ｇ

個体数 湿重量

1 脊椎動物 硬骨魚 ｻｹ ｱﾕ ｱﾕ Plecoglossus altivelis altivelis 1966 19.1

2 ｽｽﾞｷ ｱｼﾞ ｺﾊﾞﾝｱｼﾞ Trachinotus baillonii 5 27.0

3 ｼﾏｲｻｷ ｺﾄﾋｷ Terapon jarbua 1 6.4

4 ｶﾚｲ ｳｼﾉｼﾀ ｸﾛｳｼﾉｼﾀ Paraplagusia japonica 3 10.4

5 ﾌｸﾞ ﾌｸﾞ ｸｻﾌｸﾞ Takifugu niphobles 1 5.8

6 ﾄﾗﾌｸﾞ Takifugu rubripes 2 53.2

6

1978 121.7 0 0

門 綱 目 科 種和名

種数

個体数・湿重量合計

環境省
レッドデー
タランク

神奈川県
レッドデー
タランク

学名
秋季

No.



周辺環境等への影響（波浪）
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波浪変化等の影響

【現況】
ブロックが沈下している
ので波消し効果が小さい

◆沈下・散乱している突堤を改良し、ブロックの修復をするた

め、突堤の背後は波消しの効果があります。

◆波は沖側から来るため、突堤より沖側の周辺海域への影響は

ほとんどありません。

【整備後】
十分な波消し効果があり
ます



周辺環境等への影響（波浪）

10

現況 施設整備後

鎌
倉
海
岸
全
体

突
堤
近
傍

◆施設を整備した場合の周辺海域への影響を数値計算により検証しました。
◆年上位5波(1年間に襲来する波浪の内、高波5波の平均)が来襲した場合の有義波高に

ついて、突堤の背後は波浪が低減し、その他海域への影響は見られませんでした。
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波浪変化等の影響 （数値計算結果）
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周辺環境等への影響（地形）
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地形変化等の影響（施設周辺）

◆ 海岸線に構造物を整備すると沿岸方向の砂の移動を遮断するため、構造物周辺には

砂がたまりやすくなります。

◆ 施設整備を実施した場合、図のように局所的に砂がたまる可能性があります。

◆ 砂がたまった場合は、船が出し入れできるように維持管理を行います。

堆積

施設の周辺には砂が
堆積する可能性あり

砂の堆積イメージ 整備予定箇所周辺の地形変化シミュレーション結果

初期等深線位置（2016）

整備あり（2066）

整備なし（2066）



現況 整備後

周辺環境等への影響（地形）

◆ 鎌倉海岸全体でみると、海岸の端部に小規模の施設を設置するものであ

るため、鎌倉海岸全体への影響はほとんどありません※。

◆ 砂がたまるのは局所的であり、施設を整備した場合としない場合で、鎌

倉海岸全体では概ね同様の傾向を示すことを確認しました。

12

地形変化等の影響 （鎌倉海岸全体）

50年後までの等深線変化予測

※施設整備後50年間で現況の施設と比べて海岸線の位置が1～2m変化する程度


